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 今までの会合・・・第１回では、みなさんの関心事、取り組みたいことを議論しました。

第２回では、可能性を具現化しやすくするため、一色小学校をモデルとしてどんな取り組み

の可能性があるか議論し始めました。第３回では、みなさんの 

構想が固まり、具体化に向けて議論が始まりました。 

 第４回会合では、いよいよ構想をみなさんで実現するため、今回

のグループ名称を決めて活動を始めていきましょう。 

 

ᇹᇹᇹᇹᲮᲮᲮᲮׅׅׅׅǦǣȸǯǨȳȉȯȸǯǷȧȃȗǦǣȸǯǨȳȉȯȸǯǷȧȃȗǦǣȸǯǨȳȉȯȸǯǷȧȃȗǦǣȸǯǨȳȉȯȸǯǷȧȃȗ    

ଐ଺ଐ଺ଐ଺ଐ଺    ᲭᲭᲭᲭஉஉஉஉᲰᲰᲰᲰଐଐଐଐᲢᲢᲢᲢଐଐଐଐᲣᲣᲣᲣᲫᲭᲫᲭᲫᲭᲫᲭ଺଺଺଺ 30303030 ЎЎЎЎ᳸᳸᳸᳸ᲫᲰᲫᲰᲫᲰᲫᲰ଺଺଺଺    

    ʚܷထထൟʚܷထထൟʚܷထထൟʚܷထထൟǻȳǿȸǻȳǿȸǻȳǿȸǻȳǿȸ        ᲬᲬᲬᲬ᲻᲻᲻᲻ǯȩȖǯȩȖǯȩȖǯȩȖܴܴܴܴ        ئ˟ئ˟ئ˟ئ˟

 

●ỸỵὊἁỺὅἛὁὊἁἉἹἕἩểỊᾎ 
○ウィークエンドワークショップは、町民ワークショップの議論の中から生まれた気付きやアイデ

アを、町民による具体的な取り組みに結び付けるためのものです。 

○町民ワークショップでは、主にまちづくりのアイデアを中心にまとめていただきましたが、ウィ

ークエンドワークショップは、皆さんによる自主的かつ主体的な取り組みを、具体的なまちづくり

に結び付くような場を提供するものです。 

 

●ẮỮễẮểửẲẺẟểᎋảềẟộẴ 
○「町民によるサロンを開きたい」、「まちづくりの冊子を作成したい」、「イベントをした

い」、「町民の協力により子育て支援を行いたい」、「自分の経験や技術を地域社会に役立て

たい」、「ＮＰＯを設立したい」など、まちづくりを実現するためにどうしたら良いか、皆

さんの知恵や経験を活かし、事例や制度などの情報を持ち寄ることによって、お互いに励

ましあいながら具体的な行動に移せるような活動を行います。 

○参加された町民みなさんそれぞれの“思い”を大事にする場です。意見を押し付ける場

ではありません。活動への参加を強要するような場ではありません。 

 

●ᡦɶỉׅẦỤỂờӋьӧᏡỂẴẇ 

ᐻԛỉẝỦ૾ỊʙѦਃ࢘ộỂᡲዂẪẻẰẟẇ 
 

 
 

事務担当は二宮町企画政策課企画調整班 高澤 

ＴＥＬ：０４６３－７１－３３１１内線（３５７） 

ＦＡＸ：０４６３－７３－０１３４ 

Ｅ-mail:kikaku@town.ninomiya.kanagawa.jp 



 

 

 

 

 ẔݩஹỶἳὊἊẕ 

ầἅἱἷἝἘỵఄܖݱ

ỉئ 

町の財政、人口減少

を考え、公共施設の

有効利用が必要 

ἡὊἛἽẆُᾎ 児童の安全 

教育の場 

管理者 

文科省 

不特定多数の利用 

夜間、土日の管理 

授業に障害 

山百合の

群生 

ᚐൿ૾ሊẆỴỶἙỴ 地域も汗をかく 

空間を分離 

ステークホルダーの説得 

警備員配置 

教員の仕事が増え

る 

 

利用者の特定 

「人の目」が安全の

担保 

 

リスク分析とリスク

の回避 

 

ܱྵỉẺỜỆ 

ᡶỜ૾Ịᾎ 

要求型の限界 「行政へ要請する」だけでは実現しない 

汗をかく人を集める 

地域の課題として検討する 

どう輪を広げるか？ 
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